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1. 研究進捗状況と成果 

エジプト側でのセキュリティクリアランス終了を待たねばならなかったため、エジプトにおける本プ

ロジェクトの活動を開始できたのは、2026年 1月からであった。そのため、2025 年度は、現地調査を要

さない活動に研究が限られたため、衛星画像の解析を中心に行った。 

主な研究成果としては、2025 年 11月には Desert Technology (DT) XVI International Conference on 

Arid Landにて 3つの発表を日本側とエジプト側のメンバーが共同で行い、現在、その発表をもとに執筆

した論文を投稿中である。また、オアシス水管理研究の分析枠組みを構築する参照枠として、杉浦未希子

が論文を発表した。 

 

【国際学会共同発表】 

① Erina IWASAKI, Yuki MARUYAMA, Bayan ALSAAIDEH, Samir ELGWELY, Ahmed ABDELHAFEZ, and 

Kenichi KASHIWAGI “Understanding Desert Development from Household Economy in the 

Western Desert, Egypt”  

② Mikiko SUGIURA, Samir ELGWELY, Ahmed ABDELHAFEZ, and Erina IWASAKI “Challenges of 

Groundwater Governance in the Western Desert of Egypt: Based on Common Pool Resource 

Theory”  

③ Kyotaro KUROKAMI, Akira HAMA, Bayan ALSAAIDEH, Kaisei ASAMI, Adel Shalaby, Hoda Nour-

ElDin, Erina IWASAKI “Land Use in Global era – Dakhla Oasis, Western Desert (Egypt) 

1984 – 2025” 

The Desert Technology (DT) XVI International Conference on Arid Land, held in Tokyo, 11 

November 

 

【ジャーナル論文】 

Sugiura M (2026) How gentle power enables community-based conservation: hydrosocial practices 

and institutional support in Tokyo’s satoyama. Front. Water 8:1759412. doi: 

10.3389/frwa.2026.1759412 

概要：本研究は、エジプト西部砂漠オアシスにおける持続可能な水・土地利用の研究（SATREPS）と相

補的な知見を提供するものである。両地域とも、限られた水資源の管理と地域社会の持続可能性という

共通課題に直面している。本論文で分析した東京の里山保全における伝統的水管理知識の活用、コミュ

ニティベースの資源管理、および制度的支援と地域自律性の統合は、オアシス社会における持続可能な

水・土地管理システムの設計に向けた理論的・実践的示唆を提供する。特に、地域知と科学的知識の統合

メカニズム、および適応的ガバナンスの実践例として、SATREPSプロジェクトの比較研究枠組みに貢献す

るものである。 
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